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◆ 目的
超音速縦渦と斜め衝撃波を利用した効果的な超音速燃焼場の内部構造を数値解析により明らかにする。

◆ 内容
マッハ3.5の超音速流中で SRストラットが作り出す縦渦と二つの交差する斜め衝撃波が，ストラット後縁から
噴射される燃料水素とどのように反応し，短距離で超音速燃焼が実現できるのかを数値計算で調べた。

◆ 結果

ストラット前縁から生じる斜め衝撃波と形成された縦渦との干渉により，渦崩壊を含む強い燃焼場が生じた。
また，空気と水素の混合・燃焼場と燃焼効率は，縦渦の強さを示す循環値に依存することもわかった。

図： (a) 3D渦構造の可視化, (b) 密度勾配面図（横断面），

(c) 生成H2O を横断面に積分した等値面図と衝撃波を表

示する密度の等値線図, (d) 主流に垂直な断面でのH2O
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利用した計算機 SQUID, OCTOPUS
使用メモリ 12 GB
ベクトル化率 99.40 %
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